
強化ターゲット 就労世代に対する健康づくり
《就労世代の健康課題》

《就労世代の健康づくりを進めるうえでの課題》
●就労世代の制度間のつながりが明確でなく、地域全体の健康状態が把握できない
●退職後の保健指導が継続できない
●中小企業での健康への取組みが遅れており、体制が構築できていない

背
景

地域・職域連携の推進
〈目的〉
地域保健と職域保健の連携により、健康課題や取組みを共有し、保健事業の実施に

要する社会資源を相互に有効活用し、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制
を整備する。

対
策

連携

地域

【関係機関】
●北九州市（健康推進課）
●北九州市医師会
●北九州市歯科医師会
●北九州市薬剤師会 など

【取組内容】
 健康増進法に基づく健(検)診

（がん検診、歯周病検診 など）
 特定健診・特定保健指導
 健康教育 など

【関係機関】
●商工会議所
●産業保健支援センター
●協会けんぽ
●組合健保のとりまとめ機関
●労働基準監督署 など

職域

【取組内容】
 労働安全衛生法に基づく定期健診
 ストレスチェック
 両立支援 など

《効果的・効率的な保健事業の実施》
 地域及び職域が保有する情報の共有することにより、地域全体の健康課題をより明確
に把握することができる

 保健サービスのアプローチルートの拡大に繋がり、対象者が保健サービスにアクセスし
やすくなる

 地域・職域で提供する保健サービスの方向性の一致を図ることができる

《これまで支援が不十分だった層への対応》
 働き方の変化等に柔軟に対応できる体制の構築により、生涯を通じた継続的な健康
支援を実施できる

 被扶養者等既存の制度では対応が不十分ではない層へのアプローチが可能となる
 小規模事業者（自営業者等も含む）等へのアプローチが可能となり、労働者の健康保
持増進を図ることができる

実
施
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

生活の質の向上
健康寿命の延伸

生産性の向上 医療費の適正化

■ 20～３０歳代の現状把握ができていない

19歳～39歳は、法定歯科健(検)診がないため、歯・口腔の健康状態や歯科健診の
受診状況等の現状が把握できていない

オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス

進行した歯周炎のある
４０歳の割合が高い

《全国の高血圧者の状況》

高血圧者の３割
が高血圧を認識
していない

血圧を測らない人
の割合

☚ 20代
☚ ３０代
☚ ４０代 ６割半ば
☚ ５０代 ４割半ば

■ 自分の血圧を認識していない

高
血
圧

8割前半

■ ４０～６０歳の肥満者が多く、増加傾向
■ 肥満者の４人のうち３人は、健康状態が良いとは思っていないが、
生活習慣病予防に取り組んでいない（標準体重者との比較）

肥
満

肥満者の
主観的健康感

良いと思っていない

73.9%

スーパーで
血圧測定した
29歳男性が
170/110mmHg！

肥満者は、
身体活動・運動、
栄養バランスや量等に
取り組む割合が低い
（平均体重者との比較）

〈実施内容〉

協議体を設置し、
健康課題や取組
みを共有
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